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I. 調査概要 

１ 調査の目的 

令和９年４月からの「第３次瀬戸市女性活躍推進計画・第５次瀬戸市男女共同参画プラン」の策定を

進めるにあたり、市内公立中学校に通う中学２年生の生徒を対象に、学校や日常生活における男女共

同参画に関する意識調査を実施し、今後の計画策定や女性活躍推進などの施策に活かしていくもの。 

 

２ 調査対象及び調査方法 

 

 中学アンケート調査 

調査対象者 市内公立中学校に通う中学２年生の生徒全員 

調査票配布数 1,09０人 

調 査 期 間 令和７年７月３０日～令和７年９月１２日 

調 査 方 法 
各学校へ実施依頼を配布、回収は学校で使用して

いるタブレット端末からＷＥＢで回答 

 

３ 回収結果 

 

 

 

 

 

 

 

４ 報告書の見方 

 グラフ・表中の「n」はアンケートの回収数を示しています。 

 比率はすべて百分率（％）で表し、小数点第２位を四捨五入して算出しています。従って、合計が

100.0％にならない場合もあります。 

 複数回答の場合、回答の合計比率が 100.0％を超える場合があります。 

  

 中学アンケート調査 

回収数 401 

有効回収数 401 

有効回収率 36.8％ 
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II. 回答者の属性 

問 1⑴ 性別 

図表 1  性別 

  

  

48.6%

49.4%

1.2% 0.7%

１．女性 ２．男性 ３．答えたくない、わからない、その他



4 
 

III. 調査結果（中学生） 

１ 用語の認知度について 

問１⑵ 男女共同参画に関する用語の認知度【複数回答】   

「ＳＤＧｓ」の認知度が男女ともに８割を超えている 

 「ＳＤＧｓ」が８1.0％で最も高く、次いで「ジェンダー」（68.6％）、「ＤＶ」（56.4％）となっている。 

 性別でみると、「ジェンダー」において女性が男性に比べて 11.3 ポイント高くなっている。 

図表 ２  用語の認知度（全体・性別） 

 

0.5%

8.6%

82.3%

31.8%

54.0%

1.5%

1.5%

4.0%

30.3%

63.1%

11.1%

18.2%

7.1%

7.6%

15.7%

1.0%

4.6%

81.0%

37.9%

59.0%

1.5%

1.5%

1.5%

30.8%

74.4%

6.2%

10.8%

7.2%

16.9%

15.9%

1.0%

6.7%

81.0%

34.9%

56.4%

1.5%

1.5%

2.7%

30.7%

68.6%

8.5%

14.5%

7.0%

12.7%

16.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

14．見たり聞いたりしたものはない

13．ＳＤＧｓ

12．デートＤＶ

11．ＤＶ

10．ＡＬＬＹ（アライ）

９．アウティング

８．ＳＯＧＩ

７．ＬＧＢＴＱ

６．ジェンダー

５．ダイバーシティ

４．ライフ・ワーク・バランス

３．男女雇用機会均等法

２．女性の職業生活における活躍の推進に関する法律

１． 男女共同参画社会

全体(n=401) 女性(n=195) 男性(n=198)
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２ 男女平等について 

問２ 男女の地位の平等感（各分野について）【単数回答】  

「社会全体」においては男性優遇意識が残っている  

 学校では「平等」と感じている割合が46.9％と高い一方、社会全体では、「女性のほうが優遇されてい

る」と「どちらかといえば女性のほうが優遇されている」を合わせた「女性優遇」の割合が 29.4％とな

っている。 

 「男性のほうが優遇されている」と「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」を合わせた「男性

優遇」の割合は、学校より社会全体の方が 13.5ポイント高くなっている。 

 性別でみると、「学校」では「女性優遇」と感じている割合は、男性の方が 15.5 ポイント高くなっている。

また、「社会全体」においても、「女性優遇」と感じている割合は、男性の方が 13.2 ポイント高くなって

いる。 

図表 3 男女の地位の平等感（全体・性別） 

 

【学校】

 

【社会全体】 
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３ 普段の生活について 

問３ 「女・男だから○○しなさい／しないで」と言われた有無【単数回答】 

「あまり言われない」と「言われたことがない」を合わせて約７割 

 「あまり言われない」と「言われたことがない」を合わせた『言われない』（72.1％）が高くなっている。一

方で、「よく言われる」と「ときどき言われる」を合わせた『言われる』は26.7％となっている。 

 性別でみても、あまり差はない。 

図表 4 「女・男だから○○しなさい／しないで」と言われた有無（全体・性別） 

 

 

問３－１ 「女・男だから○○しなさい／しないで」と言われた時の気分【単数回答】 

性別による発言に対して、女性の方が否定的な感情を示しやすい 

 「何とも思わなかった」が47.7％と最も高く、次いで「嫌な気分だった」（41.1％）となっている。 

 性別でみると、「嫌な気分だった」と回答した人が女性の方が 14.1ポイント高くなっている。 

図表 5 「女・男だから○○しなさい／しないで」と言われた時の気分（全体・性別） 

 

  

2.5%

4.6%

3.5%

22.7%

23.1%

23.2%

41.4%

35.9%

38.4%

32.3%

35.9%

33.7%

1.0%

0.5%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 (n=198)

女性 (n=195)

全体 (n=401)

１．よく言われる ２．ときどき言われる ３．あまり言われない ４．言われたことがない 無回答

34.0%

48.1%

41.1%

6.0%

9.3%

7.5%

58.0%

38.9%

47.7%

2.0%

3.7%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 (n=50)

女性 (n=54)

全体 (n=107)

１．嫌な気分だった ２．そのとおりだと思った ３．何とも思わなかった ４．その他
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問３－２ 「女・男だから○○しなさい／しないで」と言われた時の場所【単数回答】 

家庭内では性別による固定的役割分担意識が特に強い 

 「家庭」が68.2％と最も高く、次いで「学校」（22.4％）となっている。 

 性別でみると、「家庭」が女性の方が29.3 ポイント高くなっている。 

図表 6 「女・男だから○○しなさい／しないで」と言われた場所（全体・性別） 

 

  

6.0%

18.0%

8.0%

26.0%

54.0%

3.7%

0.0%

5.6%

20.4%

83.3%

5.6%

9.3%

6.5%

22.4%

68.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

無回答

４．その他

３．校外活動

２．学校

１．家庭

全体 (n=107) 女性 (n=54) 男性 (n=50)
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問４ 家事手伝いの頻度【各項目単数回答】 

男女共に「よくしている（週に１回以上）」手伝いは【食事後の後片付け】が約６割 

 「よくしている（週に１回以上）」と回答した割合が高いのは、【食事後の後片付け】（60.3％）、次いで

【食事の支度】（45.4％）となっている。「ときどきしている（月１回以上）」と回答した割合が高いのは、

【掃除】（44.4％）、次いで【食事の支度】（31.2％）となっている。 

 「あまりしていない・していない」と回答した割合が高いのは、【お風呂掃除】（47.6％）、次いで【洗濯】

（43.4％）となっている。 

 性別でみると、「よくしている（週に１回以上）」家事において、【食事の支度】は女性の方が 10.9 ポイン

ト高くなっており、【お風呂掃除】は男性の方が 10.3ポイント高くなっている。 

図表 7  家事手伝いの頻度（全体・性別） 

【掃除】 

 

 

 

 

【洗濯】 

 

 

 

 

【食事の支度】 

 

 

 

【食事の後片付け】 

 

 

 

 

【お風呂掃除】 
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問５ 代表者における男女の役割意識【各項目単数回答】 

男女どちらでも良いと考えている人が約９割 

 全ての項目において「どちらでもよい」と回答した割合が最も高く、【クラスのリーダー】（90.0％）、【生

徒会長】（91.3％）、【学校長】（87.3％）、【会社の経営者】（87.8％）となっている。 

 性別でみると、全ての項目において、男性の方が「男性を代表者とした方がよい」と考えている。 

図表 8 代表者における男女の役割意識（全体・性別） 

【クラスのリーダー】 

 

【生徒会長】 

 

【学校長】 

 
【会社の経営者】 
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問６ 女性が増えるとよいと思う職業や役職【複数回答】 

「弁護士・医師などの専門職」「議員」が約３割 

 「わからない」が44.1％と最も高く、次いで「弁護士・医師などの専門職」（30.4％）、「議員」（27.2％）

となっている。 

 性別でみると、「弁護士・医師などの専門職」において、女性の方が 10.6 ポイント高くなっている。 

図表 9 女性が増えるとよいと思う職業や役職（全体・性別）

 

  

1.0%

49.5%

7.6%

17.2%

20.2%

13.1%

25.3%

15.7%

17.2%

19.7%

29.8%

1.0%

39.5%

3.6%

10.8%

27.7%

12.8%

35.9%

16.4%

12.8%

22.1%

24.1%

1.5%

44.1%

5.5%

14.0%

23.9%

13.0%

30.4%

16.2%

15.2%

20.9%

27.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

10．わからない

９．その他

８．PＴＡの役員

７．小・中・高校の校長・教頭

６．大学・企業などの研究者・技術職

５．弁護士・医師などの専門職

４．企業の社長・部長・課長

３．国家公務員・地方公務員の部長・課長

２．県知事・市長

１．議員（国・県・市）

全体 (n=401) 女性 (n=195) 男性 (n=198)
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問７ 「男は外で働き、女は家庭を守るべき」という考えについての意識【単数回答】 

「どちらかといえば賛成」と「賛成」を合わせて約１割 

 「どちらかといえば反対」と「反対」を合わせた『反対』が 58.1％と高く、一方で、「どちらかといえ

ば賛成」と「賛成」を合わせた『賛成』が 10.7％となっている。 

 性別でみると、『反対』 は女性の方が 12.6ポイント高くなっている。 

図表 10 「男は外で働き、女は家庭を守るべき」という考えについての意識（全体・性別） 

 

  

2.0%

0.5%

1.2%

9.1%

9.7%

9.5%

21.2%

29.7%

24.9%

30.8%

34.9%

33.2%

35.9%

23.6%

29.4%

1.0%

1.5%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 (n=198)

女性 (n=195)

全体 (n=401)

１.賛成 ２.どちらかといえば賛成 ３.どちらかといえば反対 ４.反対 ５.わからない 無回答
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４ 仕事・将来について 

問８ 目標とする最終学歴【単数回答】 

約半数が高学歴を望んでいる。また、男性の方が高学歴を望む傾向がある。 

 「大学まで」が 44.4％と最も高く、次いで「まだ決めていない・わからない」（27.7％）、「高等学校まで」

（14.2％）となっている。 

 性別でみると、「大学まで」は男性の方が 13.6 ポイント高くなっている。 

図表 11 目標とする最終学歴（全体・性別） 

 
 

問９ 進路希望（理系または文系）【単数回答】 

理系志望には男性が多く、文系志望には女性が多い 

 「まだ決めていない、わからない」（47.1％）が最も高く、次いで「理系」（25.2％）、「文系」（19.7％）と

なっている。 

 性別でみると、「理系」においては男性の方が 19.5 ポイント高く、「文系」においては女性の方が 11.0

ポイント高くなっている。 

図表 12 進路希望（全体・性別） 

 

0.0%

0.5%

0.2%

13.6%

14.9%

14.2%

4.5%

11.8%

8.0%

0.5%

3.6%

2.0%

51.5%

37.9%

44.4%

3.5%

1.0%

2.2%

26.3%

28.7%

27.7%

0.0%

1.5%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 (n=198)

女性 (n=195)

全体 (n=401)

１．中学校まで ２．高等学校まで

３．専門学校（各種学校）まで ４．短期大学まで

５．大学まで ６．大学院まで

８．まだ決めていない・わからない 無回答

35.4%

15.9%

25.2%

14.1%

25.1%

19.7%

7.1%

5.6%

6.2%

42.4%

51.8%

47.1%

1.0%

1.5%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 (n=198)

女性 (n=195)

全体 (n=401)

１．理系 ２．文系 ３．両方学びたい ４．まだ決めていない、わからない 無回答
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問１０ 女性が職業を持つことについての意識【単数回答】 

ライフステージに応じて、女性は職業を持っていた方がよいと考えられている 

 「わからない」（34.2％）が最も高く、次いで「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び職業

を持つ方がよい」（24.9％）、「ずっと職業を持つ方がよい」（23.9％）となっている。 

 性別でみると、「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい」について、女

性の方が 11.1 ポイント高くなっている。 

図表 13 女性が職業を持つことについての意識（全体・性別） 

 

  

22.2%

25.1%

23.9%

3.5%

2.1%

2.7%

4.0%

7.7%

5.7%

19.7%

30.8%

24.9%

0.0%

0.5%

0.2%

6.6%

4.1%

5.5%

41.9%

27.2%

34.2%

2.0%

2.6%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 (n=198)

女性 (n=195)

全体 (n=401)

１. ずっと職業を持つ方がよい

２．結婚するまでは職業を持つ方がよい

３．子どもができるまでは職業を持つ方がよい

４．子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい

５．女性は職業を持たない方がよい

６．その他

７．わからない

無回答
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５ 性的マイノリティについて 

問１１ 自分の身体の性、心の性または性的指向に悩んだことがあるか【単数回答】 

約１割の人が、悩んだことがある 

 自分の身体の性、心の性または性的指向に悩んだことがあるかについて、「いいえ」が 80.8％と

最も高く、次いで「はい」が 8.7％となっている。 

 性別でみると、「はい」について、女性の方が4.7 ポイント高くなっている。 

図表 １4 自分の身体の性、心の性または性的指向に悩んだことがあるか（全体・性別） 

 

 

問１２ 性的マイノリティの人たちが偏見や差別により生きづらいと思うか【単数回答】 

「性的マイノリティの人は生きづらい」と思う人が多い 

 「思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『思う』が 41.7％と最も高く、一方で、「思わな

い」と「どちらかといえば思わない」を合わせた『思わない』が23.7％となっている。 

 性別でみると、『思う』について、女性の方が 11.3 ポイント高くなっている。 

図表 １5 性的マイノリティの人たちが偏見や差別により生きづらいと思うか（全体・性別） 

 

6.1%

10.8%

8.7%

81.3%

83.1%

80.8%

10.6%

4.1%

8.0%

2.0%

2.1%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 (n=198)

女性 (n=195)

全体 (n=401)

１．はい ２．いいえ ３．答えたくない 無回答

15.2%

19.0%

17.0%

21.2%

28.7%

24.7%

6.6%

4.6%

5.7%

17.7%

17.4%

18.0%

36.9%

28.2%

31.9%

2.5%

2.1%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 (n=198)

女性 (n=195)

全体 (n=401)

１．思う ２．どちらかといえばそう思う ３．どちらかといえば思わない ４．思わない ５．わからない 無回答
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６ その他・自由記述 

 問３－１「女・男だから○○しなさい／しないで」と言われた時の気分【単数回答】 

 

  

性別 内容 件数

男性 イラついた 1

その他 何やねんこいつ 1

男性 自分のやれることがあるならただやるだけだからなんともおもはなかった 1

女性 傷ついた 1

女性 別に良くない？と思いました 1

女性
性別で決めつけてほしくなかった。

自分でやりたいこと、やりたくないことを決める権利が欲しかった。
1

男性 男女差別してるなーと思った 1

男性 多様性を認められない可哀想な人だと思った 1

女性 服の系統を母にいわれた。 1

男性 間違ってはないから、なんとも思わなかった。 1

男性 特になんともおもはない 1

男性 ダンディファーストが欲しいです 1

男性 男なんだからやれよ 1

女性 関係ないだろって思った 1

男性 なんでってなった 1

女性 別に自分の好きなふうにすればいいじゃんって思った 1

女性 女男も関係なく好きなことをやればいいのにって思った。 1

男性
嫌とは思わなかったが、こういう安直な発言が差別にも繋がるのでもっと

自身の発言に責任を持って欲しいと思った。
1

男性 何で男だからって虫にビビるのはダメなんだ？ 1

女性
そう言うこと言うのばば臭くて草。草だけに。そんなに男女差別したいな

ら平成に帰れよw
1

男性 なし 2
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 問３－２ 「女・男だから○○しなさい／しないで」と言われた場所【複数回答】 

 

  

性別 内容 件数

男性 お母さんに男なんだからこの荷物もてみたいなことを言われたことがある 1

男性 男なら女子より先にやれ 1

女性 兄弟と比べられるとき 1

男性 おばあちゃんに。 1

男性 母親に言われた 1

その他 覚えてないけど多分家？ 1

女性 車 1

女性 部活 1

男性 部活動 1

男性 野球 1

男性 野外活動の出し物 1

男性 着替える時に女子だけ更衣室がある 1

男性 覚えていない 1

男性 特におもいつかない 1

男性 ない 2
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 問６ 女性が増えるとよいと思う職業や役職【複数回答】 

 

  

性別 内容 件数

女性 保育士 2

男性 弁護士 1

女性 医者 1

女性 看護師 1

男性 薬剤師 1

男性 自衛隊 1

男性 現場 1

男性 大工など 1

男性 サービス産業全般 1

女性
美容院

飲食店
1

男性 女子が活躍できそうなスポーツ 1

女性 体育の先生 1

女性 小中高の教員も増えてほしい 1

男性 男性ばっかの議員で女性の議員があまりいないから。 1

男性 特に理由はないが女性の方が国などをよく考えてくださりそう 1

男性
どんな職業でもその仕事に必要なスキルを持ち合わせている人なら男性で

も女性でもいいと思う
1

女性

好きな仕事で働けばいい。

そもそもこのアンケートはいらないと思う。

女性優遇されても男性がされていないという点で問題になることもあり得

なくはないのでこれからの日本は多様性の面では変わらないと思う。

1

女性 やりたいことに向けて良い悪い関係なく職業に就けば良いと思う。 1

男性 やりたいことやればいいやん 1

男性 働きやすそうだから 1

女性 言い方は悪いけど安心しやすいから。 1

男性 働きやすそうだから 1

女性 わからない 1

男性 わからない 1

男性 ない 4
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 問８ 目標とする最終学歴【単数回答】 

 
 

  

性別 内容 件数

男性 大学院で法律の勉強をしたい。 1

男性 警察学校 1

男性 福井県立大学 1

女性 心理学が学べる学校に行きたい 1

男性 いけたら大学 1

女性 短期大学の後に専門学校に行きたいです 1

女性 専門学校まで行って、免許とか取りたいから 1

女性
高校まで行ったら社会に出る時の勉強もいろいろ

知れると思うから
1

男性 高専に行ってから 1

女性 勉強がしたくないからせめて高校までは行きたい 1

女性 行った方が良いと言われてるから。 1

男性 親に言ったほうがいいと言われたから 1

女性 やりたい職業に集中したいから。 1

女性 働きたいから 1

男性 周りと比較されるのが苦しいから 1

男性 色々なことを学べるから 1

女性 楽しそう 1

男性 ない 3
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 問１０ 女性が職業を持つことについての意識【単数回答】 

 

性別 内容 件数

男性 その人の好きなようにすればいいと思う。 1

男性 好きな時に、好きなことをやればイイ。 1

女性 好きにすればいい 1

男性 好きにすればいい 2

女性 個人で決めればいいと思う 1

男性 個人の自由にしたらいいと思う 1

男性 個人の自由 1

女性 自分のやりたいようにやれば良いと思う 1

男性 自分の好きにすればいい 1

男性 自由でいい 1

女性 やりたいように 1

女性 どちらでもいい、やりたいならする 1

その他 その人や環境で自分たちで判断して決めて欲しい。男女関係なく 1

男性
家庭によっては女性が働き、男性が家事をする家庭もあるので女性が働くこ

とについてはいいと思います。
1

男性 共働きじゃないと今の時代厳しい 1

男性
結婚するまででもいいと思うが子供のためのお金や家計を支えるためにも

やってもいいと思います
1

男性 子育てもできる程度に 1

女性

子供がいる間は子供のめんどうを見ないといけないし

子供が大きくなったら子供のためにも生活のためにも

働いたほうがいいと思うから

1

女性

子供にお金かけることや家のことにお金をかけることがあるから、全体的に

考えると女性も職業を持つ方がいいと思う。旦那さんがいる家庭が多いと思

うから、そう考えると旦那さん一人に負担かけることがこのことをきっかけ

にあるかもしれないから。

1

男性

子供の人数によって再び職業を持つかどうかかわる。

多い→持つ

少ない→持たない

1

女性 小さい子の子育てが大変だから 1

男性 専業主婦 1

女性 大変だから、忙しさが減ったら働きたかったら、働けばいい 1

女性
旦那が稼げていれば専業主婦

稼げなければ共働き
1
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性別 内容 件数

女性
男女関係なく職業を持つかは個人で決めること。また、休職や退職なども個

人が決めること。と考えているので、誰が何を選んでもいいと思う。
1

女性 働くことも大事だけど、子どもと向き合う時間は何よりも大切だと思うから 1

女性 平等働いてお金を稼ぐ。 1

女性
別にいいと思う

職業を持たないと生きていけないし
1

男性 やりたいならやってもいいと思う 1

男性 なんとなく 1

女性 わからない 1

男性 わからない 1

男性 ない 3
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 自由記述 このアンケートに関連して、あなたの身近なこと、将来のこと等を自由に記述 

男女平等に関する意見 

 

  

性別 内容 件数

男性

「男子らしく」「女子らしく」といった自由のない発言や行動をすることで傷つ

く人が一人でもいるのなら、そのような考え方は社会全体で捨てていくべきだと

思う。

1

男性
このアンケートに関する事はあまり分からないが差別などはしないようにしてお

きたい
1

女性
このアンケートを受けるまでは、女性と男性の差別や同性愛の方についてあまり

考えたことがなかった。
1

女性 ジェンダーレスの時代だから男女差別と国の差別とかをしない 1

女性
すべての物事で男女平等になるのは難しいかもしれないけど、平等になってほし

いと思っている人たちが少しでも過ごしやすいようになればいいと思います。
1

女性 みんなが自由に生きれる世界になれたらいいと思います 1

女性 みんな自由で自分の考え方持った方がいい 1

男性 みんな平等がいい気がする。 1

男性 レディファーストとか言ってる時点で差別語んな 1

女性 差別がない 1

女性 差別は良くないと思うし周りが無駄に割り込んだりしない方がいいと思う 1

女性 私は将来男女平等になって欲しいと思っています 1

女性
私もかっこいい男の子とかは憧れたりもするけど、男の子になりたいわけではな

いので、性別をファッションのようにできるようになればなぁと思います。
1

女性 女の人がやった方がより良くなる仕事もあると思う 1

女性 女や男という固定観念がなくなるといいなと思いました。 1

女性 女性だからという言葉にとらわれず、自分らしく生活していきたいです 1

その他 女性差別が多いと思った 1

女性 女性専用車両があってどうしても男性専用車両がないのか 1

男性 将来の社会が男女平等になってくれると嬉しいです。 1

男性 男女で機会の平等を実現してほしい 1

女性 男女差別がなくなって　男女平等になってほしい 1

女性 男女差別がなくなってほしい 1

男性 男女差別は良くない 1

女性 男女差別は厳しすぎない方がいい 1

女性 男女平等に動いたり関わったりしたい。 1

男性 男女平等を心かけたい 1

女性 男女平等を心がけたい 1

女性 男性も女性も関係なくみんな個性があって過ごせたら良いなと思います。 1

女性 色々な人をみんな尊重していきたい 1

女性 昔よりも男女平等にやっていけるのはすごくいいと思います。 1
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将来の夢・目標 

 

 

性別 内容 件数

女性
イラストを使って差別を受けている人たちを救ってあげられる存在になりたい

です。
1

女性 イラストレーター 1

男性 野球 1

女性 バスケが上手くなりたい 1

男性 バスプロになりたい 1

男性 サッカー選手になる 1

男性 僕は将来スポーツトレーナーになりたい 1

男性 料理人 1

男性 飲食店 1

女性 保育士になりたい 1

女性 将来は保育士になりたい 1

女性 女だけど学校の先生になりたい 1

女性 将来は医者か看護師になりたいので専門学校に入りたいと思っています。 1

女性 将来の夢が整体師か、ネイルアーティストかで悩んでます 1

男性 結婚 1

女性 高校行って仕事ができればいい 1

女性 専門学校卒業は無理でも高卒は絶対したい 1

女性 大学に行く 1

女性 大学まで行きたい。 1

男性 僕は勉強を頑張って大学院まで行きたいです。 1

女性 安定した職業について、親孝行をしたい。 1

男性 将来は好きな仕事に就きたい 1

女性 頭良くなって好きに働きたい 1

男性 自分の将来に役立てばいいと思いました 1

女性
自分は､今は将来のことについてあまり考えてないけど､人それぞれ考え方が違

うからあまり深く考えないと思う。
1

女性 まだ決めていないことが多いのでそろそろ決めていかないとなと思いました。 1

男性 将来について、もっと考えてみようと思った。 1

女性 将来のことはまだあまりわからない 1

女性
このような差別等を少しでも減らすために、将来は私も、人との接し方などを

学びたいです。
1

男性 将来はどんな人にも平等に優しく接することができるようになりたい 1

男性 将来は誰にも縛られなく自由に生きていきたい 1

男性 将来は男女問わず生きていける社会にしたい 1

男性 それなりの仕事をしてそれなりのお金を稼いで普通に暮らしたい 1
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LGBT 

 

 

その他 

 

  

性別 内容 件数

男性 お金とやりがい両方取りたい 1

男性 お金に困らないようにしたい。 1

女性 不自由なく過ごす 1

男性 楽しく生きる。 1

男性 平等に過ごす 1

男性 寿命で死にたい 1

性別 内容 件数

女性
同性の子を好きになったことがあって相談しづらいしその子にもいえないから

辛かった
1

女性 同性愛を世界に知ってほしい 1

女性 男性より女性が好きです 1

男性 将来は男性も女性も同性愛者も生きやすい世の中になればいいなと思う 1

性別 内容 件数

女性

絶対にこのアンケートいらないと思う。ここで、心の性などを悩んでる人が

答えづらいと思うし、みんな自由に過ごせばいいと思うのに、わざわざ聞く

のは違うんじゃないかなと思った。市の方針はわからないけど、これをして

悩む人もふえるとおもってます。市がしたいことをすればいいと思う。

1

女性 人それぞれ迷惑をかけない程度に好きに生きればいい 1

女性 保育士などの給料をあげてほしい 1

男性 勉強はとても大切だとです 1

男性 勉強めんどくさい 1

男性 お母さんがパートをやっていて家のことをあまりやらなくなった。 1

女性 文章の意味がわからなかった。 1

その他 腐女子がいるので大丈夫だと思います。 1

女性 特にない 4

男性 特にない 11

女性 わからない 2

男性 わからない 2
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IV. 調査票（中学生） 
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